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山田陽子  

『中国人就学生と中国帰国子女―中国から渡日した子どもたちの生活実態

と言語』（風媒社、 2010 年 6 月）より一部抜粋  

******************************************************************  

中国人就学生編より  

１．中国人就学生への聞き取り調査結果（一部分）    

 

愛知県で聞き取り調査を行った中国人就学生 62 名の出身地は、中国各地

におよぶ。最も多いのが広西壮族自治区、続いて福建省というように中国

南部からの学生が多かった。そのほかでは遼寧省、黒龍江省などの東北部

出身者が続く。また、調 査対象者には中国の地方農村部、工業都市、観光

都市からの出身者が多くいた。  

       

  表１  調査対 象の中 国人就学 生 プロフィー ル  

 

   性別  （人 数）          出身 地  （ 人数）    

    男 性  26         広西壮族 自治区  20 

女性  36         福建 省      19 

    合 計  62         遼寧省       6 

                                  黒龍江省         6 

                     上海市            4  

その他            7  

                                    合計             62  

 

＊調査対象 者（インフ ォーマ ント）62 名の詳細なプ ロフィ ール（ 出 身 地・年 齢 ・

性別・学歴 ）は紙 幅の都 合上、省 略 した。  

 

調査の結果、中国人就学生が最も難しいと感じているのは「聴解」であ

った。およそ２人に１人は、「聴解」の授業を難しいと感じている。この結

果を、滞日期間別に表した。  
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表２  最も 難しい と感じ ている科 目 （滞日期間 別）  

                 

滞 日 期 間  

科 目  

半年  １年  １年半  人数  

（ 人 ）  

聴解  11 6  13 30 

作文  0  6  6  12 

文法  3  1  4  8  

読解  3  2  3  8  

会話  2  1  1  4  

 19 16 27 62 

 

質問「日本 語学校 で学ぶ 目的は何 で すか？」  

 

              表３  日本 語学校で学 ぶ目的  

    

 目的  人数   

 （人）  %   

日本で就職 したい から  15 24.2 

中国へ帰り 、日本 企業に 就職した い から  13 21.0 

中国へ帰り 日本語 教育や 日中交流 の 職につきた い  8 12.9 

日本で会社 を経営 したい から  6 9.7 

将来、通訳 の仕事 をした いから  5 8.0 

中国で貿易 会社を 経営し たいから  5 8.0  

観光ガイド になり たいか ら（日中 、 どちらでも ）  3 4.8 

不確定  7 11.3 

  合計  62 100.0 
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質問「困っ たとき に、相 談する人 は 誰ですか？ 」  

この質問に対する回答をまとめると次表のような結果になった。  

表４  就学 生の社 会的ネ ットワー ク （ 滞日期間 別）     

 半年  １年  １年半  人数（人） 

家族  母親  3 1 5 9 

父親  2 1 1 4 

兄弟姉妹  0 2 1 3 

祖父母  0 0 0 0 

夫（既婚学生）  0 0 0 0 

親戚  2 0 0 2 

恋人  1 0 0 1 

友人（中国人）  3 2 9 14 

アルバイト先の中国人  3 5 1 9 

アルバイト先の日本人  1 0 0 1 

中国での勤務先の日本人  2 0 1 3 

日本語学校の教師  1 0 1 2 

警察  1 0 0 1 

誰にも相談しない  0 5 8 13 

合計  19 16 27 62 

このように、困ったときに相談するのは、身近な家族や友人などの私的

ネットワークが最も多い。  

質問「日本 に来て 困った ことは何 で すか？」  

（滞日期間 別就学 生の主 な自由記 述 回答を項目 別に整 理しま とめた）   

（１）  日本語学習の問題（ことばの面）   

[来日して半 年 ]  

・  漢字が覚え られな いので 、作文は ほ とんどひら がなで しか書 けない。  

・  授業中、先 生の話 が聞き 取れず 、先生に 何と答 えたら よいのか 分か らなかっ

た。  

・  日本語を上 手に話 せない ので、自 分 の意見をう まく伝 えられ ない。  

・  何度もア ルバイ トに応 募した が、日 本語がで きない という 理由で すべて 断ら

れた。  
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[来日して１ 年 ]  

 

[来日して１ 年半 ]  

 

ア ル バ イ ト 先 で 日 本 語 が 話 せ な い た め に 賃 金 や 作 業 量 の 面 で 不 利 益 を 受 け て い

る学生がい る。差 別体験 に関して は 、日本語 学 校の中 で差別 的な対応 を されるこ

とはないが、アルバ イト先 での待遇 面や仕事（ア ルバイ ト）探し の面で 被差別経

験をもって いた。  

来日して 1 年くら いまで は、こ とば がわからな いとア ルバイ トで不利 な 立場に

立たされる ことや 日本語 学習に困 難 を生じるこ とが問 題であ ったが、 1 年半にな

ると日本人 との交 流がで きないこ と を寂しく思 うよう になっ ている。  

 

（２）経済面  

 [来日して半 年 ]  

・日本の物 価高に 驚いた 。  

 

[来日して１ 年 ]  

・食料品、 家賃が 高くて 生活が苦 し い。  

 

[来日して１ 年半 ]  

 

・大学に進 学でき たとし ても４年 間 授業料が払 えるか 、とて も心配。  

・アルバイ トを一 生懸命 している が 、自分のほ し いも のも買 えない。  

 （ ア ル バ イ ト の 種 類 は 、 居 酒 屋 ・ レ ス ト ラ ン の 皿 洗 い 、 清 掃 な ど 単 純 労 働 が

ほとんどで あった ）  

ことばがわ からな くて、 相手の言 う ことが理解 できな い。  

・  アルバイ ト先で 、給料 の明細 を見た ところ、 労働時 間に 対 して尐 なかっ たた

め申し出た 。しか し、う まく日本 語 で交渉でき ず諦め るしか なかった 。  

・  ことばがわ からな かった ため、ア ル バイト先で ミスを おかし た。  

・  大学進学の 情報が 日本人 学生に比 べ て得にくい 。  

・  大学に進学 したい が、試 験問題が 解 けるか心配 である 。  

・  日本語が上 手では ないと いう理由 か ら、時間給 が日本 人より 低い。  

・  日本語が わから ないこ とから 、日本 人との交 流がで きない 。なか なか日 本人

の友だちが できず 寂しい 。   



 - 5 - 

 来日して 1 年く らいま では、日 本 の物価高に 悩むこ とが多 いが、 1 年 半になる

と大学進学 資金に 不安感 をもつよ う になってい る。  

 

（３）生活面  

[来日して半 年 ]  

 

[来日して１ 年 ]  

 

[来日して１ 年半 ]  

来日して 1 年くら いは、日本の 習慣 や日本語学 校の通 学に慣 れるのが 大 変だ った。

1 年半になり日 本人と 交流を したい と思うが、食事マナ ーに対 する自信 のなさか

ら誘いを断 ってし まう就 学生の姿 が 浮かび上が った。  

・ 野 菜 が 高 く て ス ー パ ー で は 買 え ず 、 野 菜 売 り の お ば さ ん か ら 安 く 売 っ て も ら

う。  

・ 肉 が 食 べ た く て も 高 く て 食 べ ら れ な い 。 日 本 に 来 て か ら 一 度 も 牛 肉 を 食 べ た

ことがない ので力 が出な い。  

・ フ ォ ー ク と ナ イ フ が 使 え な い の で 、 恥 ず か し い か ら 日 本 人 と レ ス ト ラ ン に 行

かない。  

・ 生 活 習 慣 の 違 い に と ま ど っ た 。 日 本 の ご み の 捨 て 方 や 交 通 規 則 な ど に 慣 れ る

のが大変だ った。  

・  一人暮 らしなの で寂し い。  

・  日本人との 交流が ない。  

・  日本人は忙 しい。 日本人 の生活が ス ピーディー でつい ていく のが大変  

・ 毎 日 、 日 本 語 学 校 と ア ル バ イ ト で 忙 し く 、 日 本 の 観 光 地 に 一 度 も 出 か け る こ

とはなかっ た。  

・  買い物に行 く暇す らない 。  

・  自分のア パート から日 本語学 校まで 遠いので 、通学 が大変 だった 。  時 間も

かかるし、体 の負担 も大きい 。（この 就学生は、低 家賃の アパート 希望の ため、

家賃の高い 学校周 辺に住 むことが で きなかった ）  

・自転車な ので、 雨の日 は大変だ っ た。  

・日本の食 べ物が 口に合 わない。  
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聞き取り調査からわかったことは、日本の大学・大学院・専門学校進学

に際して就学生の困ったことのひとつが、受験情報（たとえば、大学の受験

日、入学試験 の方法、試 験の難易 度 、受験に必要 な学習内 容、受験書 類 の入手方

法 等）の獲得が日本人学生に比べて困難なことである。そのような就学生

のために日本語学校では進学説明会を開催しているところも多い。  

 

２．追跡調査  

生活の変化―中国人留学生の語りから  
 

中国人就学生の第１回目研究調査から１年が経過した。調査対象の学生

62 名は日本語学校を卒業し大学へ進学した 。追跡調査した学生の内のひと

り か ら の 詳 細 な 聞 き 取 り 調 査 で 得 ら れ た デ ー タ を も と に 、 １ 年 間 の 生 活

面・日本語学習面等の変化を考察する。この留学生（大学１年生）の 語りを

フィールド・ノーツに記録し文字化し整理したものを以下に引用する。＜  

＞は、筆者の質問を表わす。  

 

 

（１）日本語能力の変化  

＜大学に入 学して ８カ月 経ちまし た が、日本 語能力の 面で、変わっ たと 思います

か？＞  

 

     大 学 で は 、 日 本 語 学校と 違 っ て 、 自 分 の 発 言 が 尐 な く、 ほと ん ど 先

生 の 講 義 を じ っ と 聞 い て い る 。 だ か ら 会 話 は あ ま り 上 達 し て い な い け

れど、講 義の内容 をよく 聞くこと で、内容がよく わかる ように なった。

日 本 語 学 校 の と き は 「 聴 解 」 が ま っ た く で き な か っ た け れ ど 、 大 学 に

入 学 し て か ら は 聴 解 能 力 が 向 上 し た と 思 う 。 だ か ら 、 今 は 「 聴 解 」 は

聞き取り調 査：実 施日 2009 年 1 月 3 日  

聞 き 取 り 方 法 ： イ ン フ ォ ー マ ル ・ イ ン タ ビ ュ ー 法 、 フ ィ ー ル ド ・ ノ ー ツ に 記

録  

調査対象者：中 国人、大学 1 年生、 23 歳（女性）、中国 東北部 出身、渡日 期間

2 年半、日本語 能力試 験 １級 合格者  

使用言語と 聞き取 り時間 数：日本 語 、５時間（ 休憩を 含む）  
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簡単に思え て、「会話 」が 難しく思 え る。最 近受けた 日本語 能力 1 級試

験では、「聴解 」が ものす ごくよく で きた。うそみた いによ く聞き 取れ

た 。 日 本 語 学 校 の と き は 「 聴 解 」 テ ー プ が 速 く 思 え て 、 ま っ た く 聞 き

取 れ ず 、 困 っ て い た 。 今 は 大 学 の 講 義 で い つ も 先 生 の 話 を よ く 聞 い て

い る か ら 「 聴 解 」 が よ く な っ た の だ と 思 う 。 日 本 語 学 校 の と き と 全 く

逆 に な っ た 。 テ レ ビ 番 組 は 、 下 に 文 字 が 出 れ ば わ か る で し ょ 。 で も 、

日 本 人 が 興 奮 し て 、 キ ャ ー キ ャ ー 話 す と 聞 き 取 れ な い 。 逆 に 、 私 は 日

本 人 の よ う に 興 奮 し て キ ャ ー キ ャ ー と 高 い 声 を 出 し て 、 日 本 語 を 話 す

ことができ ない。 いつも 落ち着い た 話し方にな る。  

大 学 の 講 義 で は 、 長 い 文 章 を 速 く 読 ま な い と い け な い の で 集 中 力 が

必 要 に な る 。「 読 解 」 が 今 、 一 番 難し い と 思 う 。 講 義 を 聞 く だ け で は 、

日 本 語 が 上 手 に な ら な い の で 、 講 義 中 に 先 生 が 使 用 す る 単 語 も 教 え て

ほ し い 。 そ れ か ら も っ と 講 義 の 中 で 日 本 の 文 化 を 教 え て ほ し い 。 せ っ

か く 日 本 に 来 た の だ か ら 、 日 本 の 文 化 を 学 ん で か ら 帰 り た い 。 先 生 は

こ と ば を 明 瞭 に 声 に 出 し て ほ し い し 、 板 書 も 丁 寧 に し て ほ し い 。 何 を

話 し て い る の か 全 然 わ か ら な い 先 生 も い る し 、 黒 板 に 書 く 文 字 が ぐ ち

ゃ ぐ ち ゃ で 何 を 書 い た の か 全 然 わ か ら な い 先 生 も い る 。 私 た ち 留 学 生

に 対 し て は も っ と 努 力 し て ほ し い と 思 う 。 じ っ と 講 義 を 真 剣 に 聞 い て

いてもわか らない ので、 ものすご く 疲れる。  

  

 この留学生は、大学に入学して 8 カ月経ち、「聴解」の能力が向上したこ

とを自覚している。その一方で大学の授業で使うテキストの「読解」に困

難を覚えている。  

 

（２）日本語学校と大学における日本語教育の相違  

＜日本語学 校と大 学では 、日本語 教 育の方法は 違いま すか？ ＞   

 

全 く 違 う 。 日 本 語 学 校 は テ キ ス ト 中 心 で 、 文 法 を し っ か り と 教 え 、

毎 日 決 ま っ た カ リ キ ュ ラ ム の も と で 学 ぶ 。 学 生 ひ と り ひ と り に 厳 し く

指 導 し 、 日 常 生 活 で 就 学 生 が 困 ら な い よ う な 対 応 を と っ て い る 。 大 学

で は 、 指 導 よ り も 監 督 に 重 点 が 置 か れ て い る よ う に 思 う 。 授 業 に つ い

て こ れ な い 学 生 は 放 任 さ れ る 。 ま た 週 に ２ 回 し か 日 本 語 の 授 業 が な い

の で 、 あ ま り 日 本 語 の 勉 強 に は な ら な い 。 ど ち ら か と い う と 、 プ リ ン
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ト を も と に 文 章 読 解 力 中 心 の 学 習 に な る 。 た と え ば 、 私 が 取 っ て い る

日 本 語 の 授 業 で は 、 日 常 の ニ ュ ー ス を 題 材 に 、 先 生 が プ リ ン ト を 作 成

し て 、 そ こ に 内 容 を 問 う 質 問 が 書 か れ て い る 。 最 後 に こ の プ リ ン ト 教

材 を 読 ん で 、 感 じ た こ と や 考 え た こ と を レ ポ ー ト の テ ー マ と し て 出 題

される。  

 

 日本語学校と大学の違いを、学生への「指導」と「監督」の違いである

と留学生は語っている。  

 

（３）留学目的  

＜あなたの 当初の 留学目 的は達成 で きそうです か？＞  

 

     日本に 来て 大 学 に入 学 でき た の で半 分 達 成し た 。 大学 卒 業 後、 日 本

の 会 社 で 就 職 す る こ と が 大 切 だ と 考 え て い る 。 あ る い は 、 中 国 で 日 系

企 業 に 就 職 す る こ と 。 中 国 で 大 学 に 行 っ て い た の を 途 中 で や め て 日 本

に 来 た の で 、 き ち ん と 日 本 で 大 学 の 学 位 を 取 得 し た い と 思 っ て い る 。

日 本 の 大 学 に 入 学 し て 期 待 通 り で よ か っ た 。 就 学 生 の 頃 と 比 べ て 心 が

成 長 し た と 感 じ て い る 。 子 ど も か ら 大 人 に な っ た 気 が す る 。 日 本 語 学

校 時 代 は ア ル バ イ ト で 苦 労 し た 。 今 は 日 本 人 の 友 人 が で き た し 、 こ と

ば が 通 じ る よ う に な っ た の で 、 電 器 店 に 自 分 で 交 渉 し て テ レ ビ も 直 し

てもらえ、 自分の 日本語 能力に自 信 がもてるよ うにな った。  

     日本の 大学に 望むこと は 、先生に 責任を もって教 えてほ しい というこ

と。大学に入 ってよ かった ことは、留学生支援 センタ ーがあ ること。困

っ た と き は 何 で も 相 談 に 行 く 。 日 本 語 の こ と 、 保 険 の こ と 、 就 職 の こ

と・・・何 でも相 談に乗 ってくれ る 。一番 頼り にして いる。  

 

（４）ストレス  

＜ストレス は、就 学生の ときと比 べ て、現在は どうで すか？ ＞  

 

     だんぜ ん大 学 に 入っ て から の 方 が増 え た 。だ か ら 、ス ト レ スが た ま

る と 、 国 の 母 に 電 話 し て た っ ぷ り 話 を す る 。 パ ソ コ ン 画 面 で 母 の 顔 を

見 な が ら 、 週 に 二 回 電 話 を し て ゆ っ く り 話 を す る 。 そ う す る と ほ っ と

で き る 。 母 は 強 い 人 間 で 頼 り に な る 。 中 国 で は 女 の 人 は 強 い で す 。 特
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に私の母は 強い人 です。  

 

＜なぜ、今 の方が ストレ スを強く 感 じるのです か？＞  

 

     やっぱり大学 内では 、な かなか中国 語でみ んなと わーわー 話 せない。

日 本 語 学 校 で は 、 同 じ 中 国 人 が い っ ぱ い い た か ら み ん な 中 国 語 で 思 い

き り 会 話 し て 騒 い で い た 。 毎 日 同 じ よ う な 規 則 正 し い 生 活 を し て い た

し 、 友 だ ち や 先 生 と も 毎 日 何 時 間 も い っ し ょ に い た 。 ま る で 自 分 の 家

に い る よ う な 雰 囲 気 だ っ た 。 今 は 日 本 語 学 校 が 懐 か し い で す 。 毎 日 に

ぎ や か で 盛 り 上 が っ て お 祭 り み た い だ っ た 。 大 学 は 講 義 を 自 分 で 選 ん

で 聞 く だ け だ か ら ・ ・ ・ 。 毎 日 友 だ ち と 会 え な い し 騒 げ な い し ・ ・ ・

寂しい。  

 

 このようにストレスの原因を寂寥感からと見る学生も多い。そのほかで

は、将来の進路に対する不安感と中国の両親の期待に対する責任感が重く

のしかかっているからと語る学生も多数存在している。  

 

（５）定住意思  

＜日本に定 住しよ うと思 いますか。それとも就 学生の 時と同 じように、定住す

る気持ちは ありま せんか ？＞  

 

     変わら ない 。 も とも と 中国 で 通 訳に な る のが 夢 。 だか ら 大 学を 卒 業

し て 尐 し 日 本 の 会 社 で 働 い て か ら 中 国 へ 帰 り た い と 思 っ て い る 。 こ の

まま日本に ずっと 住む気 持ちはな い 。  

 

（６）日本人観の変化  

＜日本人に 対する イメー ジは変わ り ましたか？ ＞  

（この場合 の「イ メージ 」という こ とばは「印 象」の 意味で 使用する ）  

 

就 学 生 時 代 は 、 あ ま り 日 本 人 の イ メ ー ジ は 良 く な か っ た 。 今 は 、 尐

し 「 信 頼 で き る 」 け れ ど 、 あ ま り 働 か な い 「 怠 け 者 」 と い う イ メ ー ジ

が あ る 。 こ れ ま で は 真 に 相 手 の 日 本 人 が 「 い い 人 」 な の か ど う な の か

見 抜 く 力 が な か っ た 。 日 本 人 は 「 本 音 と 建 前 の 人 」 と い う イ メ ー ジ が
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あったでし ょ。また 、すぐ に私のこ とを見て、「あ っ、中国人 」とい う。

人間を、すぐ国 ごとに 選別して 先入 観をもって 話す傾 向があ るでしょ 。

留 学 生 に な る と 、 大 学 の 先 生 の イ メ ー ジ が 日 本 人 の イ メ ー ジ に な っ て

い っ た 。 大 学 の 先 生 が 皆 「 い い 人 」 だ か ら 、 今 は 日 本 人 の イ メ ー ジ が

かなり良く なって いる。日本 人の生 活を見てい ると、「日 本 人も 結構大

変だな」と わかっ てきた 。今は日 本 人に同情し ている んです 。  

 

学生の語りをまとめると、日本語学校生から大学生へと環境の著しい変

化が、日本人観に多大な影響をおよぼしていることがわかる。  

日本人に対するイメージの変化は、日本での生活体験の増大により日本

人観察の余裕ができたことと社会的ネットワークの拡大、とりわけ大学教

員との接触が開始されたことに起因している。調査対象者の通う大学では、

「留学生支援センター」 という大学制度下にある組織的支援制度が設けら

れていた。それとともに留学生に対する大学教職員の自主的な 取り組みや

心暖かい接遇が日本人観の好転に繋がっていることがわかった。  

 

中国帰国子女編より（長 野県下 伊那郡泰阜 村調査 の一部 ）  

社会学級      

 

 中国帰国子女は学校で日本語を学ぶが、親には日本語を学ぶ機会がない。

日本語がわからない親のために役場や病院に子どもが付き添い通訳するこ

ともあった。親が日本語を覚えることができないために、子どもが先に日

本語を習得し、家族と地域社会、家族と学校とを結ぶ役割を果たした。  

1975 年４月 13 日、泰阜村は中国帰国者に対し泰阜村立小中学校教師に

よる家庭訪問指導をスタートさせた 。学校教師の中国帰国子女家庭訪問に

より明らかになったのは、家族全員が中国語で家庭生活を送っていること

である。これで教師は初めて、子女の日本語学習があまり向上してい ない

理由がわかった。子女が学校で覚えた日本語を家庭で全く使用せずにいる

ことに驚いた。  

さらに中国帰国子女家庭訪問の結果、親世代の日本語能力の低さから親

子が生活面で不便を感じていることがわかった 。村の生活習慣とこれまで

中国で過ごしてきた生活習慣とは大きく異なるため、早急に日本語学習や

日常生活の支援を必要とした。とりわけ子どもが学校生活に慣れるために
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は家族の理解・関心・協力が不可欠である。子どもが学校教育で成果をあ

げるためには、親を含め家族全員の日本語教育もまた必要である。  

泰阜村は中国帰国子女の言語事情を鑑み、成人と中学生・ 幼い子どもを

対象とした中国帰国子女家族全員の生活・日本語学習支援を行なう社会学

級を中学校内に開設した。義務教育 児童生徒には小中学校に開設した特別

学級で日本語教育を実施し、その家族には社会学級で生活指導と並行して

日常生活に必要な日本語を重点的に指導した。まさに中国帰国子女の家族

全員を対象とした教育体制を学校内に整備したのである。社会学級開設期

間は１世帯当たり３カ月～６カ月とし、この期間内に基本的な生活習慣・

日本語能力が身につくような指導を目指した。指導方法は以下の通りであ

る。  

１週間に２回 （火曜日と金曜日の 午後２時よ り４時 まで）、日本語のほかに

生活の仕方や日本の諸制度について 細かく指導を行なう。指導内容項目は、

料理・洗濯・歯磨き・買い物・電気製品やガス器具の使用法・入浴の仕方

（石鹸やタ オルの 使い方 等）・金銭の数え方・生活費の計算・電話のか け方・

地理や地名・近所との付き合い・年中行事・礼儀作法・宗教儀礼・健 康管

理・生理衛生・保健制度など多岐にわたる。単なる日本語指導だけでは習

得が難しいため、日常生活で必要とされることばを中心に根気よく指導す

ることで、村内での定住生活や日本語習得に繋げるように工夫した 。  

社会学級では、帰国子女特別学級担当講師が自宅から丼・茶碗・皿・急

須・湯飲み茶碗・椀など食器一式を持ち込み、食器棚に並べてみせ、それ

らを教材にして「生活に役立つ日本語表現」を一つずつ丁寧に繰り返し指

導した。現物を見せながら幾度も練習を行なうことで、学習者の理解が促

進され、動詞と動作が、あるいは名詞と食器の名前が一 体となって頭に入

り、日本語習得を促進する結果となった。これを機に実物教材の使用が帰

国子女家族には効果的であることが認められ、日本語指導に活用されるよ

うになった。このような社会学級における家族全員の日本語教育により、

家庭での親子間に生じるコミュニケーションギャップという問題を解消す

ることができ、子女は家庭生活・学校生活に自信がもてるようになった。  

実際に社会学級で教えていたことばを３カ月間プログラムの中から見て

みよう。帰国子女家族１世帯あたりの指導期間は基本的には３カ月となっ

ている。1976 年５月から７月にかけて実施された社会学級のプログラムか

ら日本語学習の内容を抜粋したものが次表である 。  
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      表５  社会 学級指導 内 容１（昭和 51 年度 、３カ 月間６ 回 ）  

  

月日  指導内容  

 ５月 14 日  日本語初級 （色の 名前）  

 ５月 18 日  日本語初級 （野菜 の名前 ）  

日本語上級 （敬語 ）  

 ５月 28 日  日本語上級 （お金 の計算 ）  

 ６月 1 日  日本語上級 （お見 舞いの ことば）  

 ７月 2 日  日本語（泰 阜村の ことば ）  

 ７月 5 日  日本語（野 菜の名 前の復 習）  

 

表６  社会 学級指 導内容 ２  

 [表５－６ （泰阜 南小学 校、 1977： 17）をもと に筆者 作成 ] 

月日  受講人数  指導内容  

５・ 14 13 生活の仕方 、日本 の食べ 物  

    15 13 買い物の仕 方、近 隣との 付き合い 方  

  16 12 洗濯の仕方 、家庭 経済  

  24 13 日本の社会 、料理  

  27 9 健康管理、 生活設 計  

  30 9 入浴の仕方 （実技 指導）  

６・  3 7 日本語、料 理  

 

 

自活への道  

中国帰国者の「ことば」と就職は密接な関係がある。ある身元引受人は

筆者に次のように話している。  

 

孤 児 ら の 求 職 活 動 の 援 助 を し ま し た が 、 孤 児 ら の 就 職 は 順 調 に は い き ま

せ ん で し た 。 職 安 で 求 職 活 動 も し ま し た が 、 中 国 で の 孤 児 ら の 職 歴 、 経 歴

を 考 慮 し て 職 場 の 斡 旋 を す る と い う こ と は な か っ た で す ね 。 帰 国 者 に 就 職

の世話をし ようと 、一 緒に職 業安定 所に行くと 、必 ずとい ってい いほど「す
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ぐ役に立つ 人がほ しい 」と言 われま すね。ことばや 生活習 慣の違 いから「帰

国 者 に は 、 即 戦 力 が な い 」 と 断 ら れ ま し て ね 。 す ぐ で き る 人 、 す ぐ 間 に 合

う 人 が ほ し い ん で す 。 即 戦 力 重 視 で す わ 。 だ か ら 、 帰 国 者 に 早 く 日 本 語 を

マ ス タ ー す る よ う に 言 う ん で す 。 そ う す れ ば 問 題 な い で す よ 。 企 業 の 担 当

者 か ら 「 日 本 に た く さ ん 失 業 者 が い る の に 、 何 で わ ざ わ ざ 帰 国 者 を 使 わ な

い と い け な い の 」 と あ か ら さ ま に 言 わ れ た こ と も 実 際 あ り ま し た よ 。 や っ

ぱり、日本 の生活 習慣を 早く身に つ けなければ いけま せんね 。  

そ れ か ら 、 日 本 語 の 敬 語 の 問 題 が あ り ま し て ね 。 日 本 人 は 、 目 上 の 人 に

は敬語を使 います 。帰国 者にと って は、敬語 が難しく て使え ないん です よ。

敬 語 を 使 わ な い と い け な い と こ ろ で 、 敬 語 を 使 わ な い も ん だ か ら 、 上 司 が

頭にくるわ けです （山田 、 2006a： 92）。  

 

 企業は、即戦力を期待する。職を獲得するためには、日本語能力を身に

つけなければならないと身元引受人は指摘している 。  

社会学級で日本語を習得した帰国子女の両親には、正規雇用の道が開か

れ、一家の生活を支えられるようになった。さらに社会学級での指導の結

果、帰国子女家族の自立傾向が現れ、村民に頼らず自分たちだけで 育児に

も励み、買い物も何とかひとりでできるようになったのである 。社会学級

の試みは、帰国子女家族に生活力と自信を与え、村で自活して生きていく

支えとなった。  

 

（付記：抜粋した部分に小見出しを新たに付けた箇所があります）  
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*************************************************************  

本のタイトルと目次  

『中国人就学生と中国帰国子女―中国から渡日した子どもたちの生

活実態と言語』  

目次  
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   ３  中国人就学生は日本で何を思い、どんな生活をしているのだろ
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     日本で中国を学ぶ中国人就学生 /お金がいくらあれば、日本で生

活できる？  

   ４  中国人就学生は「聴く」ことが難しい  

     聴解に必要な現場臨場感 /就学生のニーズ  

   ５  中国人就学生を追跡してみると―中国人就学生は 1 年間にどの

ように変わったのか  

     生活の変化 /日本語・日本人観・社会的ネットワークの変化  

   ６  就学生の生活実態  

     アルバイトと学校生活 /交流を望む就学生たち /日本語教師の実

態  

第Ⅱ部  中国帰国子女教育の草創期  

１  中国帰国子女をとりまく言語状況  

     最初の中国帰国者家族  

２  中国帰国者への言語施策とは？  

  ことばが「真に生きたことば」になるとき  

   ３  中国帰国子女への日本語指導実践例  

     カレーライスと言語指導 /教師の役割  
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   ４  社会学級  

     子どもたちの文化変容と家族  

   ５  中国理解教育  

     泰阜村と中国社会 /人的リソースとしての中国帰国子女  

   ６  人材ネットワーク形成と連携支援  

官・学・民の連繋 /中国帰国子女教育研究協力校になってよか

ったこと  

   ７  教育のコーデネーター  

  身 元 引 受 人 と 満 洲 引 揚 者 に よ る 言 語 支 援 /家 庭 と 地 域 と 学      

校  

第Ⅲ部  就学生と帰国子女の比較から  

１  地域日本語教育と学校教育の併用型  

     言語を学ぶ順序の違い /地域に根づいたことば  

   ２  相違点と共通点  

     言語的マイノリティと地域社会 /受け入れ支援策  

まとめ  

 参考・引用文献  

 用語解説  

 巻末資料  
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